
　平成１９年２月２６日（月）山形市ホテルメトロポリタン山形において、「企業組合制度普及交流会」

を開催した。「企業組合」は、個人の創業を応援する制度として本会が普及を図っており、平成１５

年の組合法改正後、本県では２０組合の設立がある。「企業組合」は、会社組織に比較して税制上

の優遇や発言権の平等、事業計画を県が認可する高い信用度などのメリットがあり、様々な業種で

積極的な事業活動が行われている。今回は、これから設立しようという個人への制度普及の他、設

立後のアフターフォローとして税理士の奥山享氏による『企業組合の経営と営業戦略』と題した

基調講演があった。講演後の懇談会では、それぞれが抱えている運営上の問題やこれからの事業

目標について、真剣な意見交換が行われた。その後、奥山講師と中央会職員による個別相談が行

われ「気軽に悩みを相談できた」と、参加者から好評を得た。�


